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ベルーの土人形

「幼子イエス生れる」



「狙■年天変地異Jと いえば少々大げさでしょうか。しか

し日本全国、けつこう自然界のふるいにかけられ大きく揺す

られたような一年でした。あぶらむ通信お手の皆様にはお元

気でお過ごしのことと思います。

●台風の爪跡

人間の波動と自然界の波動とはシンクロ (共振)す るのでしょうか、我々人間社会にやる

せないような事件がおこるとそれに同嗣するかのように自然界も私たちの生活に大きな痛手

を残して行きました。tlr潟中越大地震の被災者の方々のことを思えば微々たるものですが、

台風お号は久しぶりにこの飛騨地方にも大きな爪跡を残して行きました。超大琴!台風として

本 L上陸した23号は、10月19、20日の2日間大 llをあ、らせました.こ のため近辺の大小の河

川が氾濫し 山崩れがおこったりで、国府、高 だけでも死者、行方不月者3名 という犠牲

者を出しました。またJR高 山線は地元古川駅と猪谷 (富山)間 で17ケ所の橋脚が流出し、

彼 口には数年かかるといわれています.

人,1誰しも自分だけは大文夫と思っています。私もこれまでそう思つてきましたがこの台

風の大雨であぶらむの■も東山が崩れ :石流となり、その一部が行のボイラー室にまで達し

ました。十い被害は軽微でしたが今後に課題が残さ″したかたちとなりました。この時の雨量

はこれまでに経験した範囲内だったように思うのですが、それまでに続いた長雨が,ドデープ

ローのようにきいていたものと思われます。

9月 1811に稲刈りをし、10月7日必死な懸いで脱穀しましため'、lfと
ハサかけ天日十しの

そのlHに1育れた日はたった三日間だけではとんどllばかり。ハサカヨナしていた稲から芽が出

るような状態でした。この地に来て稲作を初めて17年になりますが、このような惨たんたる

状態は初めてでした。このように9月から10月中旬に力■ナての長雨が下地となり、台風23号

のまとまつた雨で山崩れとなってしまったのです。自然界の恐ろしさの一端をかいま見たよ

うでした。

日約聖書には、その吉ユダヤの人々は災い (天災疫病、敵の侵略等)を うけるとまず第一

に、自分は神の道をはずれ罪を犯していないか、自分の日々の行いを問い正したと記されて

います。右を向いても左を向いてもゃるせないような市件ばかりの私たちの社会、今年うけ

た大きな災害を天からの警鐘として、私たち日々の行いを反省してみることが求められてい

るのかもしれません。

●生命の本質―星野道夫さんの本再読

日の始まりとはどこの時点なのでしょうか。私の場合、夕食をすませ 7時 になると 「世

俗の出来事を見てくるJと いつものセリフと共に食卓を離れニュースを見るのですが、10分

も見るか見ないかのうちに即身成仏のような姿勢でねむってしまうのです。日がさめるのが

深夜 1時すぎ、それが私の 日の始まりなのか、まだ前日の続きなのか、とにかく私の一日

は始動して行くのです。この深夜から明け方までの時間はキ福の一時で、イ[事の段取りを考

えたり、あぶらむの将来構想を練ったり、手紙書きや本読みなど時間を独り占めしています。

ここ数年は本の再読に重点を置き、最近は星野道夫さんの本の再読です。改めていろんなこ

とを考えさせられています。彼のエッセー集 1旅をする木Jの 中に、生命体の本質について



次のような一文があります。

「私たちが生きてゆくということは、誰を犠牲にして自分自身が生きのびるのかという、

終りのない日々の選択である。生命体の本質とは、他者を殺して食べることにあるからだ.

近代社会の中では見えにくいその約束を、最もストレートに受けとめなければならないのが

狩猟民である。約束とは、言いかえれば血の匂いであり、悲しみという言葉に置きかえても

よい。そして、その悲しみの中から生れたものが古代からの神話なのだろう。

動物たちに対する償いと僕式を通し、その霊をなぐさめ、いつかまた戻つてきて、お、たた

び犠牲になつてくれることを祈るのだ。つまり、この世の掟であるその無言の悲しみに、も

し私たちが耳を澄ますことが出来なければ、たとえ一生野|を 歩きまわろうとも、机の上で

考え続けても、人間と自然との関わりを本当に理解することはできないのではないだろう力、.

人はその土地に生きる他者の生命を奪い、そのIInを自分の中にとり入れることで、より深く

大地と連なることができる。そしてその行為をやめたとき、人の′し、はその自然から本質的に

は離れてゆくのかもしれない。」

数年前よりここあぶらむの■を訪れる子供たちの中に火 (炎)を 見たことがないという子

供たちが増えてきた。無論マッチをすって火をつけるということもやったことがない。マッ

チをすれば火が恐いのかすぐ手をはなしてしまう。最近の都会の集合住宅では防災上の理Jl

でガスがなくなり電気(磁)調理器にかわっているらしい。火を見たことがないというイリtが

いる11山がやつとわかった。人間の
`1存
に不■l欠な火というものからさえ離れようとしてい

る私たち、コンピューターの操作だけで危機管理ができるのだろうか。アナログ人間である

私は子供たちになるべく火にさわらせたいと■のあちこちに火場をつくった。パンやビザを

焼く石窯、災窯や薪をたくサウナ窯、たき火を川んでの同らん場など、敷地のあちこちで火

がたけるようにした。火をじ―っと見つめる子供たちの日が生き生きとしてくるから嬉しい。

また米をつくりrF業を育てきつい山イ[事を続けるのも、いかに多くの生命によつて私たち

が生かされているか、自然から離れてはいけないことをここを訪れる人々と共に確認したい

からだ。そんな私たちの願いの中で、ここでの生活体験を学びの場として用いてくれる学校

が少しづつではあるが増えてきたことはありがたい限りである。これからのあぶらむの大切

な仕事 (役割)と して育てていきたく思っている。

●もうそんな年齢 17さ てどうする

「一つ年 卜の女房は金のワラジをはいて探

せ」、私はそんな高価なワランをはいて探し

たのではなく偶然のなせる業。女房は一つ年

下の私をどんなワラジをはいて探したのでしょ

うか。 「男のロマンは女のフマン (不満)J

という声がきこえてくる今日このごろです。

お金に縁のない我家に最近銀行貝が足しげく

かよってくるのです。何と日的は厚生年金。

女房殿は本年より給付開始、私がうけたショッ

クたりや相当なものでした。一年後は自分の
山崩れが土石流となリー部が宿の裏手まで流れて
きた。ヘドロのようだった。



ところへ確実にやつて来るのです。認めたくない 1認められない 1しかしどうつっぱてみて

もあがいてみても来るものは来るのです。この現実をどのように受けとめればよいのでしょ

うか。

あぶらむの会を旗上げして17年、この問全く無我夢中で先のことなど考える余裕もなくこ

こまで来てしまった。あぶらむ構想は5年や10年ですぐにどうこうなるものではなく、この

まま風呂敷を広げたままで自分の代は終っていけばいいという考えと、それは少し無責任か

なァーという自分が、心のどこかでせめぎあっているのです。そんな中で年金給付間近とい

う現実がつきつけられたのだから,し、中おだやかではなく 「さアーどうするJと いう声が出て

くるのです。

前述した星野道夫さんの新しい旅というエッセーにこんな文も出てきます。

「あの頃、ぼくの頭の中はアラスカのことでいっぱいでした。まるで熱病に浮かされたかの

ようにアラスカヘ行くことしか考えていませんでした。磁石も見つからなければ、地図も無

いのに、とにかく船ILしなければならなかったのです。 しかし、あれから15年いつしか白

分自身のアラスカの地図も少しづつ見えてきました。…そして最近、もう一度あの頃の自分

に戻れないかとも思うのです。つまり、日の高年からスーッとこれまでの地図が消え、磁石も

羅針盤も見つからず、とにかく舟だけは出さなければというあの頃の突き動かされるような

熱い想いです。そしてたどり着くべき港さえわからない新しい旅です。もしかすると誰の人

生もさまさ・まな意味でそういうことなのかもしれませんね」

磁石も羅針盤も地図もないような中でつくりあげてきたあぶらむの■、彼のおもいに
'ヽ
感

する自分がいるのです。この17年余でそれなりの地図ができあがつてきたあぶらむの今日こ

のごろです。しかし、その中にあつて 「あの頃の突き動かされるような熱い想いJが どのよ

うなかたちで今自分の中にあるのか自間自答している今日このごろです。

自分がやらなければならないもう一つのイ[事、それが何であるのかわかっていて、ある程

度青写真も描けているのですが 「人郷博やりま―すJと いい出せない自分がいます。年金給

付までには腹を決めたいと思つています。もう 仕事ということが決った時、どうかもう一

度だけ最後のお力をお貸し下さい。

今号はとりとめもない飛騨便りとなってしまいました。今の私をよくあらわしています。

2∞5年新しい年、どうぞ皆様お一人お一人の上に豊かな平安力`ありますよう′きよりお祈りい

たします。

21XM年12月

あぶらむの会 代表 大 郷   博

2005年あぶらむ雪祭り
2005年2月11日 (金)～ 13日 (日)

第 9回子供から大人までのネバールの旅
期間 2005年3月25日～4月5日

津軽二味線2代目高橋竹山あぶらむコンサート
2005年5月28日 (■)

・アラスカ大自然の旅 企画中
期間 7月下旬予定

・ウィンフィツレハーモニー交響楽団首薦チェ
リスト吉井健太郎チェロコンサート
10月下旬予定



「自然の中で思いっきり」

立教小学校教諭 西村 正和

「いつか立教小学校の子どもたちをあぶらむに連れて行きたい。そして豊かな自然の中で価値

観を揺さぶるような体験をさせたい !Jそ れは学生11代に人郷先生とフイリピンキヤンプやコッ

トを体験した私のIIからの風いでした。そして今年 ついにその念願がかなうことになりました。

立教小学校で 「バーチャル時代を生きる今の子どもたちに本llJの体験を|という趣旨ので,と 1興

味,lJ「少人数|「体験i視 Jを ポイントに
・グローバル エクスカーション'と いうプログラ

ムを立ち上げる事になったのです。選ばれた行き先は●1ヒ海道 ●小笠屁( 0上 高地 {[■騨高

山 (あぶらむの理)0■中縄の5つで 7月 27日 (火)ヽ 8月 1日 (日)に 行われた飛騨副 |コー

スには8人の5年生が参加してくれました。

1年以 「のキ備川問を経て迎えた本希,価 lH観の括さぶりはいきなりやってきました. ますは

若いてすぐのペローダ洗いです.タ ワシを使ってのバケツト洗いはいつしかた人も了とももはll.

なしの水かけイ)戦に発展。それまでどこかにあつた 「教1市Jと 1了とも|という関係を |あボら

むりヽ同体Jへ と進化させてくれました.体 を拭くと今度はベローダに来 ,ての敷1しめぐりです

はじめは 「やめて―J I助 けて―|と不安けだつた丁ともたちは パケ ットが2度 3■ とL卜に

l.さぶられるうちに |もっと高く!J Iも う一同 !Jと いつしかそれを楽しむようにな●ていま

した。初||にあつたこの11つのll来事は、どららも 1東京が
',It t,込
んできた期係や既成III念は

ここでは通用しませんよ」ということを私たちに伝えるためのあぶらむ流の儀式だったように思

います.

2日 日からはいよいよ本格的な体験プログラノ、のllH始です.イi窯を使ってのビザ作りでは人郷

シリフの指導のもと自分たちでビザを作りにげ、思う存分食べて大澗た。午後のγi川筏 |りで よ、

急流 =/tされては歓ルをあげ ,支績に乗り|げては悲!しをあげて、ワイワイと
'l llLび
を楽しみま

した.

3 日にイiわれたソリークライミングは全!1が初体験でしたが、世i労しながらもロープ1本で

高い本に(卜れた爽決感は格別で、中には吼らLた 8本のロープ全部を押1覇したつわものもいまし

た。また11輔,1さんの指導で行われた木 :作11イ||は 、大族の顔や自分の名前を題材にし、ゆ ,́

たりとしたII‖1ヒ|1官なll十の で人人もrと 1,1,サ =な りました.

このはかにも1「市ヽに テントJlll、川に,く 温力tでの水遊び   と楽しいプログラ′、かたくさ

んありましたが 中でもいぶし1,26kmナイトハイクは今いのバイライトだったと言えるでしよう.

学校のハイキングはせいぜい4ヽ 5 kmli度ですからlL離的だけでも大変で→力ヽ それを夜に行

うことで了ともたちにとつては 層学び深い体験となりました。東京lt戻つてから書いても
',ったずともの感想丈を通して、その時の様■をご紹介したいと思います。

「助けあつたオーバーナイトハイク」

明石 真之介

ぼくはグローバル エクスカーションで、飛騨高山 あぶらむの里に行った。引41の先生は西

IJ正和先41と中村先生、参加する生徒はぼくも含めて8人 だ。飛班高山は自然が多く、空気が¬

んでいた,あ ぶらむの■には、立教大学でチヤブレンをしていた大ごう先生がいて、いろいろな

話をしてくれた.自 分たちで生地から作ったビザをかまで焼いて食べたり、本工工作では兄弟の

顔を作った。||では、いかだt`末って川を下ったリ ツリークライミングにもlll戦した。

その中で一番楽しかつたのは、オーバーナイトハイク.真 夜 、友だちと助け令い励ましあいな

力ゞい歩いたオーバーナイトハイク.オ ーバーサイトハイクは7時頃あぶらむの単から始まり、西

村先生のAグ ループ、中村先生のBグ ループに分かれて、いぶし山まで往復26kn,歩いた.は じ

めはAグ ループと一緒に歩いていたけど、休けいを多くとったぼく達Bグ ループはAグ ループに

先をこされた.で も、休けいをとり のんびり歩いた方力`何か発見力'あ
つたりするから はくは



この方が良かつた。山道は石がいっぱいあるから みんなで声をかけあって、脇力しなが皓登っ
た。上を見ヒげると、星がいっぱいあって、東京ではめったに見|,れない流れ,を J:まれて初め
て見た。テレビやプラスタリウムでしか見たことのない流れ,を 見ることができて とても感動
した。水たまりをら、んでしまったり、すべったりしたけれど、休けいしながらも歩いた.歩 いて
足に二ができるくらいみんながん張って歩いた。そして頂上に着いた。Aグ ループはとっくに着
いていたらしく みんなお東子を食べていた。頂上はとでも寒かった。しかし夜,tはテレビでも
現実でも見たことがないほと美しい夜景だった。「もされいだし、夜の11の光が かがやいて見
えた。Bグ ループはAグ ルーフカイアって  11分 くらいしてか¨下山した。 1山 は疲れないだろ
うと思っていたが すべりそうになって足に力が加わつて とてもつかれた。だから下 の時も
休けいをとった。そして下山する時ある条件をつけた。懐中電火|をつけてはダメという条件だっ
た。真夜 |だか皓真つ暗で、先が全然見えなかった。しかに月の朝かりと (卜 を見上げて)木
はどうならんでいるかを見て 右にならんでいたら道ということを教えてもらったので 大変で
はなかった.と んどん歩いていくと、ロカ劇賀れてきて 見えるようになった.最 初真っ暗な道を
通ると ,を 見ているように思えた.ぼ くめ` 番こわかったのは くらい所にある水たまりが道
ではないように思えて 思わず足を止めてしま,,た.こ わかった0 転んだり 色々なことがあっ
たが 無,ド  した。が あぶらむの■までは2時間くいいよかなくてはいけなか った でもそ
の前に みんなで中になっころがったり、Fを 見た.jH iよ|,,が少なくな。ていた そのI十人
学生のお兄さんが言 ,た.「 あれ金iじ ゃないかなあ|,せると 卜の,ァに 強く光るヽがあった.
そして金

'や
流れ星を見ながら今までのことを思い‖|した 少し危険な所があったら |ここ少し

危ないか
',,「
意して.|と メiをかけあ ったり ,れ て帰りたいとt: ,́た人にお,こさんが 「あと少

しだからガンパレ.Jと はげましてくれたから ここにいるんだなと感謝した.休 けい力'終わ
|,

あぶらむの11を 1旨した,歩 いていくうちにり1るくなり、朝になってしま
`,た
。ねむかったけれ

と がん張って歩き 5時 になって、ようやくあふ
',も
の11に

`い

た、 Aグ ループは着ぃていた
らしく バンャマを着ていた。ぼく,1もお,7111に入り ぐ ,す0とねむ ,́た ■ 1に着くまでは、
本」

`に

,“になんであるのかなと思うほどきつか ,た でも、/tれ力!と頂 Lの夜ltを,したときは・・
びでい ,はヽ にヽな ,́た。そしてみんな01■にオーバーナイトバイクをやり,塗げたことが、何よ|,

も 番うれしかった.
このグローパル エクスカーションで、 11の 生,舌の楽しさ 山米のすばらしさを体験するりが
‖1来た 今度は冬のあぶ′,むの■で かまく,,を作ったり、みんなで■企戦をしてみたい。そし
てまた大ごう先生や、大学生のお兄さん達に会いたい。

6H間 を終えて  1人 にしても,,って｀|たり11.き ちんとお礼やIr拶ができない。嬉しい、お
いにい等の感情人現力'之しい|といった子どもたちの課題、 また 「このブログラ′、を通してⅢ∫を
育てようとしているのかがll確でないJと いう学校としてのi来題もl.えてきた今回のグローバル
エクスカーションでしたが、当初駆1っていた 「自然ってすごい、自然って楽しいJと いう体験は
あぶらむのもつフィールドを使って思う存分出来たのではないかと思います.ま た見lllせないの
が今回のフログラ′、や人郷先生との 1会いを通して自分のあり方を考える機会を得たことではな
いかと思います。ナイトバイクで感じた光の有り難さや11間の人切さ ツリークライミングや木
T作 品作りで知った自分の新しい面、川や山で感した自然の楽しさや厳しさ、スタッフや大学生
のお兄さんお姉さんの優しさや思いやり   ,そ ういう気づきや感動を了どもたちはしっかり
と受けとめてくれたことでしょう。小学■時代の6日間に多大な期待は無用かもしれませんが、 1学
ぶことは変わることJ。 とこかでそれが彼らの人生につながり 違いを生み|‖していってくれる
ことを願っています。
バナナって本当に滑るのかな?と言いながらテラスに置いたバナナの皮の上を滑ってみた子
朝から火をたいてすし拝をしたこと、ナイトハイクであとから来るチームに向かって

'|ん
だ自分の

声が山びこになってびっくりした千 ツリークライミングの休憩も返上して横の崖を駆け上るの
に夢中だった子どもたち 温泉に浸かる人人をよそに自分たちの温泉作りに熱中した子どもた
ち    。とれも素敵な断問だつたなあ。やっばりあぶらむは、最高 !



あぶらむツリークライミング
気持よさそうではないですか。楽しそうしゃ
ないですか。キケンの一言で一胤しないて下さ
い。人丈夫です。そして子供たちはこの緊張感
から学ぶのです.

オーバーナイトハイキング
あぶらむのえ  H26■ knl真暗間の中よく歩
きました.叫∫け方帰ってきたら手l■たら全員り1
人権になっていた.1普閣から学 ド́こと多いです
ね。

石察でピザづくり
ファーストワートに贋された子供たち.
フードの楽しさとおいしさを伝えること
なこと.

川下り

オ‐ ソ、tン クーで売っているエア マ ットが
いかだに変ンー r供

はこぅでなきゃ .

いい笑顔だネ
ボクはアナウンサー,と望です。その実顔なら
いけるヨ.茶の間を明るくしてくれヨ.

スリー

も大切

本でものづくり 「ボクの家族J
林の中の本 :房で家族の一人一人におもいを
寄せながらつくりました。



2004ネパールの旅に参加 して

川上 美砂

ネパールに行つてみたい、息子たちと 緒にIFをしたいという 何年tllしの0が ついにこの本

/1ないました.息 子が小学校の事業式を終えたその 1 ダッシユで関西空港に向かい 人と娘と

一番卜の息子を式して日本を離れたのでした.大 /11先生との旅は立数のキヤンプ以来20数年ぶり

自分を見つめ直したいという思いもあっての参力‖でした。

カトマンズ+港 に到着し ■院のlllを歩いていくと、川岸て遺体を焼いている光景に1‖合いま

した.泣 く人あり 祈る人あり、そこで物を売って生活りる人ありで、そのありのままの光景に

日本か,,若いたばかりの私は驚きました,20数年it、フイリピンキヤンプでマニラ|[若いたとき

を思い| しました.カ トインズをl.にしたI か
',は
、人自然 1と ,ヽり.■ の片11■ってゆ:,

ゆ¨と大す11を散歩 サイや11に出合うと歓声をあ|十 象の11中か
',見'る

中鳩:の人きさにI_球

の人きさを■よしま[た  トリスリ,の
utかなMiオtに身をllせてボ トで t「 る生きには 川

σ,しヽき′,みな
',す
 川‖りのボートとバケソで水●llけイ),て 歓声を iす か tI)ヒ 晨しい,イ:

れに 附1111の 人び,体が,Iiに,い 、次の口い1には水に落ちるスリルを味わいました  11,は も

ちろん,〔りで このll・験後なにかか吹っ切れたように比メました。,ワ ニが顔を1見かせる  ,|

では、小さな洵て下りながら 思わず 『川の泌tれのようにJを 何人がで||すさんでいました.川

の穏やかさに抱かれているようなひとときでした さらに ■の背 によじ今|,、イiでゴシゴシ

後の川しを洗 ,た|,、り班1也の Fともたらと川で1 rヽ●,たムこっこをして遊んだ|,「 ともたちにとつ

て忘れ′,れない思い|‖にな ,たようです.

そして、1央像でしか
'し
たこと′)なかつた |りk アン

で今りました。私たらのイilllはオパールυ)たくまし

いポーターきんたt,が片負ってくオしまLた 実
`Hで
lf々

と しかし 彼
',に
「術を背負 ・て ,ヽ1,ってて, 私

た|,の体そのものの工■ つまり体
"は
自分で負 ,

て今リイたけな|すれ|よなりま1±ん.1,吸 は世iしくない

たは |が らない 先|ままたまた見えない、そんな「

たい,四 ,tを11ら
"っ

てくれたのが  '実 いJで した。

オナラの噴斑パワーで今るそ―と 何の1}ケ|,根Itl

もないことを大郷先生が言い出し、そイtに魚|すした

私のU了 がオナラを連発. ||1地 までにどちらがF]

数で勝るかという、下品極まりないノリで みたなで

実いながらゴールを 指 したのでした。も|,ろん、

登山‖ヽ 美しい風itや険しいが1面に石段を作つたネバー

ル人の修力に驚いたり、行き会う旅人や村の了ども

たらの明るいナマステ !のあいさつの声にも励まさ

れたりの道中でもありました。

ナブルサには 1995メ ートルイ1,1まで歩ヽヽ

山」ヽ屋にたどり着き、これがアンナブルナかと見廻 」元を[量よぁ電:;椒『募専ま阜女たら
した の美しさ ビールのおいしさはまオtられません. _歩 も動けなかった.これも体験学習.



l .たい透明な空気の中 ―格に今ってきた仲|・|の顔がみな輝いてみえました。天独1先生がこの場

所でという夢を叶えたくて、日本から抱えてきたトランペ ットを取りHlし 「アメージンクグレ

イス」や I昴』を吹き その■色が山々に響いたときには、言葉にならない感動で胸がいつぱい

になりました。わたしも |に向かってlrいました.い
' 
正直に言うと らっぼけだけど受しい

私自身に向かって両手をいっぱいに広げたい気持ちでIIっていたのです.そ して夜が■けるまで

私たちがネパールの人たちと 緒になって大,会 をしたのは言うまでもありません.

llの途中、 「ネパールってどう?Jと 二人のO千 1[問いてみました。 |■ きてるつて感じ.了

ともも そこ ,́にいる鶏もあの足で走り同ってたくましく生きてるって0し がするJと のユ■.

そして自分と同じく¨いの女の子力`十産物を買ってとしつこく寄`,て
きたときには |あの了も ‐

■懸命生きているんだよね,で もとうして学1交|[行がないの

'J「

■くたらに

`可

かできることは

ないの?Jと .そ の質11は 私たちの生き方そのものを,い ているようli間こ

'ま
した、

そして今回ご 

“

した人たちとは 旅の途  たくさん話をしました.み んなそれぞれの思い

で参加していました。仕事を辞めてきた人 自分択しをけ|:きた人 旅 llれたご夫婦は行く先々

でIJけてくれたり、楽しませてくれたりしました.5年 前に参加し 今回は 人で参力「した小学6

年になるりのアもいました。そしてこの旅にⅢ∫11も
'イ
ドセ|て Чわってきて 他の旅ではイ

'がたい ,ヽのを感しているか
',と
企力ですボートしてくオしたネバールの■敵な人たら ウヘさん ホ

ノ、さん  |」々 1占が安定し あなたたちをt、か
',迎'',れ

るような Jに |_たい |という 彙が′tに

残りました そして 大印|な発赳と制‖やかなllL腋で旅を企山L 白
',マ
, や ,́ばリネバールはい

い || と,1う人郷先′li このメンバーで 1く,II I 笑い l・もに 1`Jlの12 11で| た́ ,1

ストライキ●=で道が, がヽれ 繁ウ,する場山もありま[たが ガイドさん,たの機怯で切りllxけら

オt li Fな イトル資をすること力■(き まし/:

あイιから11イ「め`イFちました. ,′ンナ プルナヘ′)イト|, こ  11も1り11を11か キ|〔,本々 とイヽリイたIナス:

た1自「コ ′:卜のUJは  , の小日,4●舌を淡々と楽しみなが
',か
んば ,ています.中 ■十に

なtサ ■ ,力  :末 の「の■ rは i卜 の・l・tい ,́か i`|:行くと,■,ています.■ は気キキ|,を

摯理し、Ilにいイ「11に批きまにた、厳しい現■
',あ
り■|が 今 それぞれが ■4i活の旅人な

のだとつくづく思います。いろんな人たちに支え
',れ
な力ゞ弓も、歩いていくのは白分11″だとい

うこと そして生き方はどこかに探すものではなくて 自分の中に作 ,ていくものなのではない

かと感じています。旅の道中、人のせいにせず

逃げないで歩いていけば、市びに満ちた体験が、

人や自然に1会 うことができる.だ か′, 生き

ていく自分にも未来にもまだまだ期待していこ

う ネパールの旅をl「kり返って そんな気がし

ているのです.

2005年 子供から大人までのネパールの旅

参カロ者募集
期  間 2005年 3月 25日 ～4月 5日
お問合せ あぶらむの会まで

ゾウさんの水浴介助
石でコシヨシ ツウさん気持よさそう。人間も
つぃでに水遊び



諸魂庵築 300年 記念コンサート

諸魂庵と名づけられた飛騨のriい民家がぁぶらむ

にやつてきて10年となった。建 IIもらいうけの話が

|‖た時 築180年といわれた。移築に而|えるが少々し

百したったがいただくことにした。角F体してみてび っ

く0 人11柱から棟|し力,1て きた  「宝永ラι年中中

人月吉ΠIと .Lされていた.■ 水元niは元禄17年、

ホ穂浪上の言」入が元,15年 、官 :山の大爆発ででき

たI永 山は宝永 4年 の口1来事.■ 水元年は1704年.

この家は大原版jllという飛随のFillt―摂などを見な

が
',3111年
十きてきた 

“

人ヽにお祝いをと四つのコン

サートを企 成̈ 施した.

卜′ノパッタ ーは世IIIK三味f.li代同高橋竹 さん.

200名近い聴衆が彼女の外資に性 rされた.後 H 竹

さんより最..級の智きをもった満奏会場とお彙め

の言葉をいただいた

九′りに入り、 flNの名月とおわ
',風
の盆、″1,りの

響き. :口Iのrl"t千郷1を克Ikされたll●男さんの川1

杉木さんは高校時代の吹奏楽部の

とHH題行rllの多かった私、杉木さ

んには,( 迷惑をかけた.東 京芸

術だ 1教Ivの外 サイトウ キネ

ン オーケストラや水戸室内管弦

楽I¬等々均外にた oて多 亡である

にもかかわ,,ず |‖来の悪い後輩

のためにはるばるかけつけていた

だいた。 「アンコールは大郷、お

前も 緒に吹くんだぞJ.先 輩の

命令は絶対、40年振りのトランペッ

ト  年間の練習の成果として 「お

しいさんの古時計Jを  結に吹か

せていただいた.と っても緊張し

ました,ハ イ

津軽三味線二代日高橋竹山 熟演

身の演奏にか′,だがあ、るえた ‖
'|ソ

パの会の111が新ツパで市をそえてくれた.

10月に入り深中アキさんの

^4コ

ンサー ト 束■芸術大学教授杉木峯失概了 1人トランペ ット

コンサー ト・人の恵みか戒めか、ⅢI方とも台風の影響をうけ聴衆′数は少々彼しかった.し かし、

演奏はどち,,も最高で、私イ国人としては杉木さんσ)カッチーエの |アヴェ マリヤJを 聴いてい

た|,沢が流れてtli'′なか ,́た.

年先輩.学 校をサホって金|(まで映画を観に4iくなど何か

杉木峯夫親子二人 トランベット演奏会.
アンコールでは4本トランペットとなりました。



2004年 あぶらむ この一年

1月 'あぶらむ雪祭 (lo日ヽ 12日)
2月 南山大学人間関係学科ゼミ合宿
あぶらむの宿増築工事開始
沖縄ナザレ修女会、愛楽園訪問

昨年よりも一段と暖冬気味 (最低気温-11℃)
3月 春 番の会

高山日赤看護専門学校最後の卒業式 (閉校)
茨木キリスト教大学卒業礼拝講話
第8回子供から大人までのネパールの旅

4月 JA岐 阜厚生連看護専門学校新人生オリエンテーションキャンブ

第11卜|さくら道国際ネーチャーラン (名古岸―金沢2●Nl km)

あぶらむッリーハウスワークショップ
5月 東海バブテスト連盟lll修会
旧植え (16日)
諸魂庵築300年記念コンサート開始  津軽■味線 2代 日高橋竹 |コンサート

6月 ゲシュタルト セラピー研修会
,中縄県人会

7月 韓国生協団体あぶらむ訪問岡
岐阜生と死を考える会研修会
立教大学生フィリピンキャンプ合宿
立教小学校 「自然の中でおもいっきり」プログラム

8月 各種夏季キャンプ
(1皮阜バプテスト教会、声屋聖マルコ教会、名古屋穂積バプテスト教会)
●教新座中高ユ 体験プログラム

第6同あぶらむの里自然体験プログラム 「森の恵みJ
9月 高山口赤病院看護部研修会
川崎いのちの電話研修会
千隅メ1り (18日)
諸魂庵築300年記念コンサート第2弾  おわら風の盆胡弓演奏会と荘川村手オJツパ

10月 話魂庵築3∞年記念コンサート第3弾  深草アキ秦琴コンサート

脱穀 (7日 )
台風23号直撃
市川聖マリヤ教会男子会あぶあむ訪問‖1
諸魂庵築300年記念コンサート第4弾  杉本峯夫親子二本トランペットコンサート

11月 逝去者記念式 (1日諸魂庵にて)
加藤拓、美樹結婚式
ツリーハウスワークショップ

韓国メツジスト農村神学院 行来里

味噌用大豆、自菜、人根等、冬用野菜収穫
12月 6日 初雪
本格越冬準備開始
あぶらむ通信発送
19日あぶらむクリスマス会
※2005年 どうぞよいお年をお迎え下さい

本年2月 1日より町村合併により住所表記が 〒5094121高 山市国府町宇津江 となります。



‖‖‖l寄付者一覧 ('03年11月29日 ～'04年12月 5日)‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖‖‖|‖‖||

東京聖テモテ教会奉社会/析 りの家教会/又 吉亀治/森 田トミ/金 子美弥子/杉 浦敏行

/ 崎俊樹/佐 1ヤi/寺 画格子/谷 昌二/富 永●史 敦子/紅 林みつ子/1ヨ谷一網/1t

本光牛/鈴 木武次/小 野翠/神 円キリスト教会/大 塚信一 梅子/高 島富美江/東 野光

男/俵 里英子/田 島義信/平 野淳子/松 本信代/和 国恵子 斎藤洋明/清 水秀りJ 美保

子/ 柳百/11木 友里江/聖 フランシス及びエリザベツ礼拝堂/菊 澤満喜子/財 満研三

郎 由美子/坂 井挙子/安 藤実 陽手/本 田りん/梶 原恵理子/市 川聖マリヤ教会/溝

際庸介/鈴 木員喜子/宮 ri聖ヤコブ教会/■ 原 男 京子/近 藤真紀/高 瀬留美/青 柳

真知子/福 ・l女学院中学高等学校宗教部/立 教新庄中学校ボランティアグループ/谷 章

子 こころ/往 寺紋之/令 城山美子/1m井正奉/池 崎純 /常 見キ代/菊 問みどり/佐

々木亜子/L田 敏明/鵜 川雅行/木 11季F/武 原誠郎/松 井明子/渡 辺直明/高 聟1アサ

ノ/柴 Π良ア/平 野辛男/前 LI容子/鈴 木茂り;/相 川喜久枝/久 Ш知行 広子/高 畑謡

子/武 藤六治/友 沢加代子/川 崎束介/趙 神父/人 槻カズ子/十 師晴了/松 尾止枝/加

倉井lt了/林 賢之1甫/中 村芳枝/坂 本古弘/佐 藤明子/橋 岡加都 1/鮫 川ヤi郎/声 屋聖

マルコ教会教会|′校 同/畑 野榮― ステ了/立 教新座サマーキャンプ/坂 本敦子/杉 木

峯夫/巣 山盛ll1/加藤 「/「 川聖マリヤ教会男 r会/栴 沢栄 雪子/日1尾11■/東 京セ

ント ポール ライオンズ クラブ

|‖‖Ⅲ新規会員 ('03年11月 29日 ～'04年12月 5日)‖ ‖‖‖|‖‖Ⅲ‖‖‖‖ⅢI‖Ⅲ‖|

鈴木員喜「/古 川秀り1/河瀬1:F/三 瓶富■/浜 村洵/寺 谷恵美子/澤 野弥生/九 山T

早/丹 安喜■/亀 1什伯/升 本啓 :郎/丸 1富「/前 [日容 r/人 平和子/前 田晃伸/斎

田美代子/矢 羽伸子/m中 孝了/細 野 ll■/筑 り1宏子/中 山美世了/時 高lll子/鈴 木冴

了/太 田鉄也/島 袋洋子/佐 藤芳子/山 勺寿美了

《「あぶらむの会」:こついて》
「あぶらむの会」は旧約聖書創世記に出てくる、信仰の父アプラハムの旅立ち

の前の名前、 「アプラム」に由来しています。それによれば、彼はその内的必然

性故に、安住の地を離れて 「行く先知らずして」旅立ちました。全てに対してあ

まりにも安定を求める今日、私たちは旅としての人生に臆病になり、旅に必要な

能力を欠いているように思われます。

「あぶらむの会」は、自己の人生に果敢に挑戦し、人生の良き旅人を育てるた

め、それに必要な訓練や出会いの場を提供してゆくことを目的としています。


